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論文 の 内容の 要 旨

論文題目 : パ ン テ ィ ツ ク語 の 構造と接辞の 意味機能

氏名 : 内海 敦子

1 序論

本論文 は
､

オ ー ス ト ロ ネ シ ア 語族 ､ 西部 オ
ー

ス ト ロ ネ シ ア 語派 ( H e sp e r o n e si an ) に 属す る サ ギ

ル 話語(th e S a n gi ri c L a ,n g ll a g e S) の
一

つ で あ る パ ン テ ィ ツ ク語 の 構造 を記述 し
､ 多数 の 接辞 とそ の

意味 ･ 機能 に つ い て 詳 し い 統語的特徴と意味的特徴 の 記述を試 み たも の で ある
o

サギ ル 話語 は ､ イ

ン ドネ シ ア国ス ラ ウ ェ シ 島北部 ､
お よ び 近 辺 の 多鳥海 で 話され て い る が

､
パ ン テ ィ ツ ク 語 は ､

ス ラ

ウ ェ シ島北部州 の 州都マ ナ ド近郊の 9 つ の村､
さら

_
に そ こ か ら1 0 0 キ ロ ほ ど西 に 行 っ たと こ ろ の 二

つ の村で 話 され て い る
D

本論文 は
､

パ ン テ ィ ツ ク 語 の 基本的な構造を音声 ･ 音韻､ 形態 ､ 統語 の 各側 面 か ら見 た も の で あ

る ｡ そ して ､ 多数ある接辞に 関 して は
､ そ の 統語的な特徴と意味的な側面 か ら詳述す る こ とを試

みた｡

2 音声と音韻

音声 ･ 音韻に 関 し て 述 べ る｡
パ ン テ ィ ツ ク 語 に は ピ ッ チ の 高さ の 違 い が意味 の 対立を生む

､ 高低

ア ク セ ン トが存在す るo
パ ン テ ィ ツ ク 語 の 音素は子音が/ b
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､

母音が/i, e , a , o , u/ の 5 で ある
D

子音に関し て は比較的問題 が 少ない
｡ 母音に 関 して は

､ 音声

的 に 言うと鼻母音と長めに殆音される母音の 存在が あ る が
､

これ は それぞれ環境に よ っ て 現れ る 異

音 で ある o 鼻母音は鼻音/ m
,

n
, p/ の 後 に 現れ る 母音が 鼻母音化す る こと に よ っ て 現れ る が

､
こ れ

は
､ /ら, ∫, ?/ の 子音 が 現れ て も阻害されな い

｡
そ の 他の 子音が 現れ る と鼻母音 で は なく な り

､ 通常



の 母普 に 戻 る ｡
長 め に 発音され る 母 音 は ､ 母 音 が 高 の ア ク セ ン トで 終わ る とき に現れ る

｡

音節構造 は
､
Ⅴ

､
C V ､ C V C ､

V C の い ず れ か で
､ ( C) V ( C) と表 せ る｡ 音節頭 の 子 音 の 場所 に は ､ /?/

を除くす べ て の 子 音 が こ られ る
o

しか し､ 音節未 の 子 音の 場所 に は 二 つ の 鼻音/ n
, 刀/ と

､
声門閉鎖

普/ ?/ の み しか こ られ な い
,

声門閉鎖音は ､
正 確 に 言うと語根未 の 位置 に し か 出 て こ られ な い

o

-

? の 音節 が 高 か 低 の ア ク セ ン トを持 っ て い る
｡

最初 の 音節と第 二 音節は 必ず ア ク セ ン ト の 高さ

が 異な る
｡

そ して ､ 高か ら低 に 移り変 わ れ る 場所 を本論文 で は ｢ ア ク セ ン トの 核｣ と呼ぶ が
､

これ

は
一

つ の 語 に つ き
-

箇所 で あ るo 音節数の 数と同 じだけ の ア ク セ ン ト の パ タ
ー ン が存在す る

｡
ニ 音

節 の 語は H L と L H の 二 つ の / i タ
ー

ン
､

三音節の 語 は ⅡL L
､

L H L
､

L H H の 三 つ の パ タ ー ン が 存在

す る｡

3 形 態

次 に
､

形態 に つ い て 述 べ る
.

.

I

/ ミ ン チ イツ ク語 は ､ 語根 が 語形成 の 重要な単位 とな る o 語 は
､

自立

語 と付属語 に 分け られ る｡
こ の うち自立語 は 名詞 ､ 数詞 ､ 形 容詞 ､ 動詞 ､ 前置詞 ､ 接続詞

､ 副詞
､

の 七 つ
､

付属語 は助数詞 と小辞 の 二 つ で あ る
o

そ の ほ か ､ 多数の 接辞 の 存在が あるc 小辞 は
､

比較

的多く の 品詞 の 後 に 置 か れ る の に 対 し
､ 接辞 は それぞれ付加す る語根 が 決ま っ て お り ､ 付加 した後

に 形成され る 品詞が定ま っ て い る｡

前置詞 ､ 接続詞 ､ 副詞 の 三 つ の 品詞 は ､ 常に 語根 の み で 用 い られ る
o

名詞 と数詞 と形容詞 は ､ 語

根 の み で 用 い られ る も の もあ る｡

名詞 は
､ 派生的なも の を除き ､ 語根 の み で 名詞と して 用 い られる

｡
文中 の 動詞と の か か わ り あ い

で
, 名詞 は 主語 ､ 目的語 1

､ 目的語 2
､ 主体語

, 韻語と して 機能す る が
､ そ の とき ､ 接頭辞 が 付加

され る. 接頭辞 は
､ 単数 の 人を表す名詞 に 付加するときと､ それ以外 の 名詞に付加すると

-き
で 形 が

異 な る｡ 以下､
最初 に 挙げ る形 が 単勢の人 を表す名詞 に 付加するとき の 形 ､ 次 に 挙げ る形 が それ以

外 の 名詞 に 付加す る とき の 形 で ある｡ 主語 の とき は i -/ Q ､ 目的語 1 の 時 は si -/ s u
-

,
目 的語 2 の と

き は n i -

/ n u - が 付加 され るo 補語 は接頭辞 si -/ s u
- か n iノn u - で ､ 動詞 に よ っ て こ とな る｡ なお

､ 単

数 の 人を表す名詞以外 の 名詞 に 関 し て は ､ 動詞 に よ っ て は｣ 目的語 1
､ 目的言吾2

, 補語 の とき に
､

何 も接頭辞が 付加 しな い こ とが あ る｡ 単数 の 人を表す名詞 に は ､ 常に接頭辞 が 付加され る｡

そ の ほ か ､ 形容詞や動詞を形成す る 語根が, 名詞形 を派生す る とき に ､ k･

a -

､ m a D たa -

､ p a -

､ p a N -

,

- A N などが 付加す る ｡ また､
r e d u pli c a ,ti o n を起 こす こ ともある ｡ p a N - の 最後 の 音素 の よう に/ N /

で 表 した 音素 は
､
付加 した語根 の 最初の 子音が 同 じ位置 で 調音される鼻音に変化する か

､
同 じ位置

で 調 音され る鼻音が挿入 され る こ とを表すD

一致詞 は
､

数 える ときや名詞 を修飾す る とき は接辞 が 付加 し な い が ､ 序数と して 用 い られ る とき

は 接頭辞 k a- ,
回数を表現す る とき は

､ 接頭辞 k a - と n e - が付加され る
｡

形容詞 は
､

語根 の み で 形容

詞 と し て 用 い られ る も の と､ 接頭辞 m a - が 付加 して 形容詞と して 用 い られ
b

る も の があ るo そ の ほ

か
､ 程度が 高 い こ とを表す i召k a -

､ 程度が 低 い こ とを表す ∫i N -

､ そ の 他動詞 か ら形容詞 を派生す る

I a h a N _ な どの 接辞が付加す るD 形容詞 は テ ン ス の 対立 を持たず ､ 常に 同 じ形で 用 い られ るo

動詞 は､ 語根 の み で 用 い られる こ とが大変まれ で あ る
｡

ほ とん どの 場合は接辞を伴う｡ 動詞 に 付
1

加する接辞 が
一

番数 が多 い
｡ まず ､ 基本的な動詞 を形成す る接辞をヴォ イ ス嶺辞と呼ぶ

｡
こ れ は

､

ど の 接辞が付加する か に よ っ て ､ おおむね ど の 態を動詞 がと っ て い る か 分 か る か ら で あ る o ヴ ォ

イ ス 接辞 に 分類され る も の は
､ 接中辞 -

u m -/-i m
-

､ 接頭辞 m a -/ n a -

､ 接頭 辞 m a N -/ n a N - ､ 接尾辞

_ A N
､ 接頭辞 ni _ の 五 つ で あ る

. 接中辞 - u m -/ - i m -

､ 接頭辞 m a -/ n a -

､ 接頭 辞 m a N -/ n a N - の うち ､

最初に 挙げた形 が 非過去形 ､ 次 に 挙げ た 形 が 過去形 で あ る
｡

それ以外 の も の を動詞派生接辞と呼



ぶ
｡

r 装着｣ を表す 9i
-

､
｢ 意 図｣ を表す 軸k a-/ ti N -

､
｢ 非 意 図｣ を表す i -

,

｢ 能 力｣ ｢ 非意図｣ を表

す k a- ､ 使 役 を 表す p a- ､
a ,p pli c a ti v e v e r b を形硬す る p a N -

､
使 役 を表す p a ki - J o c a ti v e v e r b と

b e n ef a cti v e v e r b を形成す る接頭辞 p a N - と接尾辞 - A N の 組 み あ わ せ ､ in s t ru m e n t al v e r b を形成す

る 接頭辞 p a -/p a N - ､
m al ef a cti v e v e r b を形成す る接頭辞 k a - と 接尾辞 - A N の 組 み 合わ せ な どが あ

る
D

ま た ､ 継続 7 ス
.

ペ ク トを表す接頭辞 k a
-/k a p a

-

/k a p a N - と接尾辞 - A N の 組 み あわ せ
､ 習慣 ア ス

ペ ク トと反復 ア ス ペ ク トを表す形態もあ る｡ 動詞 の 接辞 が 一

番豊富 で複雑 で あ るD 動詞 は
､ 非過去

形 と過去形 の 二 つ の テ ン ス を持 つ
o

こ の 点で 形 容詞 と 区 別され る D

動詞 は､ 最大 三 つ の 態をと る こ とが で きるD 態 の 種類は
.､

A ct iv e V oi c e
､
P a s siv e V oic e l ､ P as si v e

v o豆c e 2 の 三 つ で あ る D J
この うち

､
A cti v e V oic e は ､

- u m + i m -

､
m aノn れ m a N -/ n a N - の どれ か の 接

辞を持 っ て い る
o

A cti v e V oic e の 形 しか 持 た な い も の は i n t r a n siti v e v e r b
､

A c tiv e V oi c e と P a s siv e

v oi c e l の 形 しか 持 た な い も の は t r an siti v e v e r b ､ A c tiv e V oi c e ､
P a ssi v e V oi c e l

､
P a s si v e V oi c e 2

の す べ て の 態 を持 つ も の は dit r an si七i v e v e r b と呼 ぶ o ヴォ イ ス 接辞 が 付加 し た 動甲は ､
ほ とん ど

i n t r an siti v
?

v e rb と t r a n siti v e v e r b で あ り
､

少数 の dit r a n sitiv e v e r b が あ る o 接辞 の うち p a N - と

p a ki - が 付加 した も の に は dit r an siti v e v e rb が多く含まれ る ｡

A c tiv e V oi c e の 形 ､
つ ま り I

u m
-

r i m -

､
m aノn a

-

､ m a N -/ n a N - の どれ か の 接辞 が 付加 した 形 を全

く持たず ､ 態 の 変化をも た な い 動詞群 が ある｡ 場所 を表す名詞句を主語 に 取るl o c ati v e v er b ､ 道 具

を表す名詞句を主語 に と るi n s t r u m e n t al v e rb
､ 受益者を主語 に と る b e n ef a c ti v e v e r b ､ 被害者を主

語 に 取 る m aユぬ c ti v e v e r b で あ る
｡

これらは ､ A c ti v e V oi c e を持 た な い 動詞 と して扱う
｡

4 統語構造

パ ン テ ィツ ク 語 の 統 語 構造 に つ い て 述 べ る
｡

パ ン テ ィ ツ ク 語 は
､

A c tiv e V oi c e の 場合 ､ 主 語 ､ 動

詞 ､ 目的語 1 の 語順 をと る S V O が 基本的な語順 で あ る｡ 文 は 主語と述部 か らな る｡ 主語 は 名詞句

で あ る ｡
述部 は

､
名詞句 か らな る場合 ､

形容詞 か らな る 場合 ､ 動詞句 か らな る 場合 が あ る
｡

等価 文

は ､ 述部 が 名詞句 の み か らな る｡ 述部 が 形容詞 か ら の み 形成され る場合 は 形容詞文と呼ぶ
｡

述部 が

動詞 の み ､ ある い は動詞と目的語 1
､ 目的語 2

､ 補語や主体語 などの 名詞句 か らな る場合 は 動詞文

と呼ぶ｡ 以下 ､ 文 の 中核をなす部分を中心 的な部分 ､ それを修飾をす る 部分 を修飾部分 と呼 ぶ
｡

まず ､
中心的な部分に つ い て 述 べ る｡ i nt r 弧 Siti v e v e r b を用 い た A c ti v e V oic e の 文 の 場合 ､ 主語

と動詞 の み が 現れ る
｡

t r a n siti v e v e r b を用 い た A cti v e V oi c e の 文 の 場合 ､ 主語と動詞 ､ その 後 に 目

的語 1 が 現れる｡
dit r a n siti v e v e r b を用 い た A c tiv e V oi c e の 文 の 媛合 ､

主語 と動詞 の 後 に ､ 目 的語

2 が 現れ
､

最後 に 目的書喜1 が 現れる｡

p a s si v e V ｡i c el の 文 は
､

t r a n siti v e v e r b と d it r a n siti v e v er b の P a ･s si v e V oi c el の 動詞 が含まれ る

文 で あ るo 主語 は A cti v e V oi c e の 文中 に お け る 目的言吾1 に 対応す る 名詞句 で ある ｡ 語順 は
､

≠

主語
､

動詞 ､
そ し て 動詞 の 直後 に 動作者 を表す名詞句 で A cti､′e V oi c e の 文中 の 主語 に 対応す る も の が 主

体語 と して 現れ る
D

dif,r a ･n siti v e v e r b の P a B Si v e V oi c e l の 場合 は ､ 主体語 の 後に 更 に 目的語 2 が現

れるo
P a s si v e V oi c e 2 の 文は､

dit r a n siti v e v e rb の P a ssi v e V oic e 2 の 動詞 を含む文 で あるD 主語 は

A ｡ 如 e lJ ｡i ｡ e の 文 中 に おける目的琴2 に 対応する名詞句で あ る｡ 主語 ､
動詞

､
主体語 ､ 目的語 1 の

順 で 文 中に 現れ る
D

こ の ほ か
､

A c ti v e V oi c e を持た な い l o c ati v e v e r b などの 動詞 の 場合 ､ 主語 の

後 に 動詞 ､ そ の 後 に 動作者を表す主体語
､

そ の 後 に補語 が 現れる｡

動詞 を用 い た 文 の 基本的な語順 は S V O で あ る が ､
P a s si v e V oi c e l や P a s si v e V oic e 2 に お い て は

､

動詞 句 ( 動詞 + 動作者を表す主体語 ､ 場合 に よ っ て は 他 の 名詞句も含まれ る) が 文頭 に 置 か れ
､ 主

語 とな る 名詞句 が そ の 後 に 続く形 ､
V S や V O S の 構造もよく用 い られ る

3



修飾部分 に 関 して は 名 詞 を修飾す る 関係節 に つ い て 述 べ た ｡ 関係節化を起 こ す名詞 は ほ ぼ主語 に

限られ るoL つ ま り
､

関係節中 の 動詞 は
､ 先行詞 とな る名詞句 を主語 と した とき の 形 に 限られ る と い

う こ とで あ る ｡ 場所や時間を表す名詞句な ど
､

文 中 の 主要 な要素とならな い もの に 限 り
､ 関係節中

の 動詞 の 主語 に あた る名詞句 で なく て も関係節化 を起 こ す こ とが で き る｡ 主題 を含む文も ,
よ く見

られるo
こ れ は ､ 既知 の 情報を文頭 に 提 示 し

､ そ の既知 の 情報と関連の ある命題をそ の 後 に 置 かれ

る文 で 表す構造 を し て い る｡

5 テ ン ス とア ス ペ ク ト

/ ミ ン チ イツ タ 語 の 動 詞 に は 非過 去 形と過 去 形 と い う 二 つ の テ ン ス を表す形態 が あ る
o

そ の ほ か
､

継続 ア ス ペ ク ト
､ 習慣 ア ス ペ ク ト､ 反復 ア ス ペ ク トと い う 三 つ の ア ス ペ ク トを表す形態 が あ るp

o
こ

の う ち､ 継続 ア ス ペ ク トは テ ン ス を表す手段を持 た ず､
い つ も同 じ形 で 用 い られ る た め ､ それ が過

去 に お い て進行 中 の 動作 か ､ 現在進行中 の 動作 か は
､

前後 の 文脈を参照 しなければ分 か らな い
｡ 智

慣ア ス ペ クートと反復 ア ス ペ ク トに 関 して は
､ 過去 に おけ る 事態 で あ っ て も非過去形 が 用 い られ る の

が 普通 で あ る が ､ 動作の 対象が限定されたり､ 動作が行われ る期間が限定されたりす る 場合 に
､ 過

去形が用 い られ る こ とがあるo

本論文 で は
､

テ ン ス に 関 して ､ 動詞 を 6 種類に 分けた ｡ 第 一

､ 第 二
､ 第三 の タイプ は 事態 の 開始

時点 よ り前が 非過去形 ､ 開始時点より後が過去形 に な る 動詞 で ある｡ こ の うち
､

第
一

の タ イ プ は ､

継続ア ス ペ ク トが進行 中 の 動作を表すも の で あ る
-

. 第二 の タイプ は継続 ア ス ペ ク トが 反復す る 動作

を表すD 第 三 の タ イ プ は継続 ア ス ペ ク トを持たな い
o

第四 と第 五 の タ イ プ は ､ 動作 の 終了時点 よ り 前 が 非過 去形 ､ 終了時点よ り 後 が 過去形 に な る も の

で あ る .
こ の うち

､ 第四 の タ イ プ は
､ 継続 ア ス ペ ク トが 進行 中 の 動作を表すo 第五 の タ イ プ は 継続

ア ス ペ ク トを持たな い
｡

第六 の タ イ プ は
､ 習慣 ア ス ペ クート､ 反復 ア ス ペ ク ト､ 能 力や非意図を表す接頭辞 k a - が 付加 した

動詞 な どか らな る . こ れ ら は ､ 過去 の 事態 で あ っ て も非過 去 形 を用 い て 表現 で き る と い う特徴 を

持 っ て い る
｡

しか し
､ 限定され た状況下 で は 過去形が用 い られる こ とが あ る｡

以上
､

本論文 に お い て は音声と音臥 形態 ､ 統語と テ ン ス と ア ス ペ ク トの 各側面に お い て
､

パ ン

テ ィ ツ ク語 の 記述を行 っ た
｡

4




